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　米エネルギー省の国家安全保障局（ＮＡＳＡ）は、今月２０日までに、ニューメキシコ州サンデイア国立研究所で、核爆発を伴わない核兵器の性能実験を２０１３年４月から６月の間に１回実験したことを明らかにしました。
実験は強力なＸ線を生み出す装置「Ｚマシン」を使って核爆発に近い状況をつくり、プルトニウムの反応を確認するものでした。「Ｚマシン」を使っての実験は、２０１０年１１月以降９回目にもなるものです。これは、包括的核実験禁止条約（ＣＴＢＴ）の精神にも、貴国も賛同した２０１０年５月核不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議が合意した「核兵器のない世界の平和と安全を達成する」との合意にも逆行するものであり、また国連での非人道性の視点から「核兵器禁止条約」締結を求めている多くの国々へ大きな失望を与える暴挙ともいえるものとなっています。
　貴殿は、今年６月、ベルリンでの演説でさらなる核削減に取り組む決意を表明しています。他の国には核兵器の放棄を迫りながら、みずからは核実験を継続するその姿勢は、到底世界の世論を納得させることはできません。２００９
年のプラハ演説では、「核兵器のない世界を追求する」と言明し、ノーベル平和賞を受賞した歴史を振り返り、今こそ勇気を持って核兵器廃絶の先頭にたつべき時です。
　私たちは、ヒロシマ、ナガサキ、フクシマのある国であり、そこから「核兵器ゼロ、原発ゼロ」の運動を１９５８年以来一貫して取り組んでいる団体であり、今回の核爆発を伴わない新たな形態による核実験の強行に断固抗議するものです。貴国政府がいっさいの核実験の計画を廃棄し、核兵器廃絶のために誠実に努力することを再度強く求めるものです。
　
